
の児童が、昔の人々の暮らしを体験することを目的に、

土器の分類体験 石器の試し切り体験 火起こし体験 を行いました。

黒曜石製の石器で紙を切る体験をしました。

舞錐（まいぎり）法という方法で、火起こし体験をしました。
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＜先生方の感想＞

縄文土器、弥生土器、須恵器の３種類の土器片を完形土器
と見比べて分類する体験をしました。

　なんで縄文土器とか名前がついているのだろうと思っ
ていたけれど、それぞれの時代の土器にそれぞれの特徴
があるから呼び名があるのだと知りました。

　平たい石の方が結構切れて、それぞれ切れ味などが
違って面白かったです。黒曜石の切れ味が思った以上に
すごくてびっくりしました。

　火を起こすのが一回一回とても体力を使うし、うでも疲
れるし、大変だと思いました。夜など暗いときに明かりを
つけたい時は一層大変だと思いました。

　本物の土器や石器を触ったり、昔の道具で火を起こしたりなど、実際の体験でし
か得られないことの大切さを改めて感じました。子供たちが生き生きと活動する姿
が印象的でした。ありがとうございました。
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土器の分類体験

火起こし体験

石器の試し切り体験
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